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Absract: Recently， there are anxious about the large-scale and wide range calamity by the outbreak of the earthquake

in Tokai， Tonankai， and Nankai areas.  Therefore， each organization is taking the countermeasures based on the

experience of the great Hanshin Awaji earthquake disaster.  The purpose of this study is a matching system that can get

quickly the information suitab｝e for needs in disaster area.  This system use information on Web (Worlcl Wide Web) in

order to search from a seeds database and arranges for things such as goods， talented people， and so on.  When the

database 'is constructed or maintained， the seeds database demands the great labor of the developer.  Thus it is necessary

to categorize the Web data using by SVM (Support Vector Machine). 

1.  はじめに

 近年，駿河トラフ，南海トラフを震源とする東

海・東南海・南海地域での地震の発生による大規模

かっ広範囲の災害の発生が懸念されており，過去の

経験を基にして各求頼ﾖにおいて対策が急ぎ進められ

ている〔1】. 

 そこで，本研究では災害の現場で発生するニーズ

に適した人材・物資・求絡ﾞ・情報が迅速に手配でき

るようなマッチングシステムの構築を闘指している. 

本システムでは，シーズデータベースから最適なシ

ーズを探索し，手配する. 

 マッチングシステムにおいて重要な部分となるシ

ーズデータベースは，構築・保守において，多大な

労力を要するため，それらのコストを削減すること

が望まれる. 本研究では，この問題に対しW◎rld Wide

Web(以下Web)に注目し， Webからの情報を利潤し

てシーズデータベースを構築することを試みた. 

2. マッチングシステム

 マッチングシステムとは一一定の規則に従って効率

的にかつ迅速に「需要(needs)」と「供給(seeds)」

を一一致(matching)させる仕組みの総称である. 

 本研究では，このマッチングシステムの仕組みを

利用した災害復興活動支援を行うシステムの構築を

目指している. 図1に災害地でのワークフローを示

す. 災害対策本部ではニーズの把握，シーーズの把握

を行い何が適材適所であるかを判断し，災害地に送

り込むシーズの手配を決定する. 平常の仕事より多

くの仕事が短時間に到来するため，大きな負担が災

害対策本部にかかるという問題がある。

 マッチングシステム導入すると図2のように，災

害対策本部のタスクを一手にシステムが引き受ける

ようになる. ニーズとシーズの把握を，その情報を

データベース化という形で行い，システム内部で災
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害の状況などの各種情報と照らし合わせながら解決

を行い適材適所にシーズを送り込む. 

3. Webデータ分類システム

 マッチングを行うための情報が見つからないとい

う状況を極力排除するために，シーズデータベース

は多くの情報を用意していなければならない. この

情報を集め入力する作業は多くの労力を要する. そ

のため，データベース構築時に情報の自動獲得を行

い，適切に分類され蓄積されれば，この問題は解決

できると考えた. 本研究では，マッチングシステム

のデータベース構築をサポートすることを鷺的とし

て，表1に示されるWebデータ収集システムの構

築を試みた. 

 Webデータの分類を実現するにあたってはパター

ン認識技術を応用した. 図3にWebデータ分類シ

ステムの構築フローを示す. このシステムは訓練フ

ェーズを必要とする. ひとつの分類カテゴリの分類

器を得るために，左側の訓練フェーズのフロ・一一を行

う必要がある. 以下に各処理について説明する. 

 〟卵O処理;ここではHTMLタグを削除し，残っ

   た艮本語テキストデータに対して形態素解析

   を行い，単語群を得る. 形態素解析において

  名詞，未知語と判定された形態素を単語群と

   している. 

 ②特徴分析:前処理済みの正気データ，負例デ

  ータを用いてカテゴリの特徴について分析を

  行う. 結果は特徴抽出器として出力される. 

  詳しい特徴分析の方磨翌ﾉついては後述する. 

 ③特徴抽出:特徴分析で得られた特徴抽出器を

訓練用

正例データ
訓淵

負例データ

表lWebデータ収集システムの概要

求濫¥

〟落繒W

②分類

③利用

説明

本番用

未知データ

WWWからデータを無作為に収集
する

収集されたデS・一・・タをあらかじめ決

められたカテゴリに分類する

分類されたデータはシーズとして
取り扱い，マッチング処理の補助
として用いる

  用いて単語群データを数値:データにし，1ペ

  ージのHTMLページをひとつのベクトルデー

  タに変換する. 

④分類学習:正例，旧例それぞれの特徴ベクト

  ル群を用いて分類境界を算出し，分類器を作

  成する. 本研究では分類器にSVM(Support

  Vector Machine)を溺いている.  SVMについて

  詳しくは後述する. 

⑤分類:分類学:習によって得られた分類器を用

  い，入力された特徴ベクトルが，そのカテゴ

  リに属するか否かを判定する. 

3. 1. 特徴分析・特徴抽出

 テキストデータの特徴ベクトルは，そのカテゴリ

に対しての単語の価値として表現する. 本研究では

単語の出現頻度と分散を用いてその単語の価値を求

めるtf・ idf ［2］を用いて，以下の手順で分野・カテゴ

リに対する単語の重要度を求める. 

 1) まず，正例集合の単語を洗い出し，単語の

   集合を作成する. 

 2) 得られた単語の集合を用いて次式により，

   正例集合に対してti＋，負例集合に対して∫ド

   を求める. 
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                  (1)

ルf，Mはそれぞれ正補集合，負例集合の文

書数である. ni“， ni一はそれぞれ正例集合，

負例集合に含まれる文書における該当する

単語の出現回数である. mi， miは，それぞ

れ正門集合，負例集合に含まれる文書におけ

る該当する重要語が含まれる文書数である. 

 得られたti“，'∫から次式を基にtiを求め

正意が示す分野の単語の重要度とする. 



∫f需孝一ぢ (2)

 以上より求めた重要度ランキングを用いて任意の

数ほど上位から選び，特徴ベクトルの基底とする. 

 特徴抽出では，特徴分析によって選ばれた基底の

単語があれば1，なければ0として，単語群をベク

トルデータとして変換出力する. 

3. 2.  Support Vector Machine(SVM)

 SVM［3］は2クラスの分類問題を解くために作ら

れた学習求頼Bである. SVMの学習には局所解の問題

はなく，学習結果は一意に定まる. また，汎化能力

も従来磨翌ﾆ比較して高い. 

 ここで，訓練サンプルを，κ1，…，xnと表す. ま

た，それぞれのクラスラベルをYl，…， ynと表し，

訓練サンプルがクラスAに属していれば，jY ・1，ク

ラスBなら，y＝ 一1とする. 

このときの識別関数を，次式に示す. 

   f((P (x)) ＝Sar，Jy，(b ( x)' (p (x， )＋b

         'ゴ

       ＝ ZaiyiK(x， x， )＋b

         i＝1

また，学習閥題は次式に示すようになる. 

…㎞鋤 ｩ面心易κ(x…j)

(3)

(4)

            れ・ubj・ct t・0≦α、≦C，Σα、アβ0 (5)

            ξ篇1

目的関数zを最小化すれば，識別面ノ(Φ(x))＝Oが得

られる. 

このときKは式(4)で示される関数である. 

κ(x，xう＝Φ(x)アΦ(x奮) (6)

この関数をカーネル関数と呼び，

     〈b:Rd 一〉 R9 (d〈g) (7)

となるような高次元の空間に写像を行い，線形分離

性を高めている. カYネル関数の例として，多項式

カーネルを式(8)，ガウシアンカーネルを式(9)に示す. 

3. 3. 多クラス分類への対応

 SVMでは2値分類しか実現できないため，2値分

適用しなければならない. そこで以下の2種類の多

クラス分類磨翌�沒｢した. 

〟涌ne・versus・the・rest(1vsR. ):Nクラスの分類を行

  いたいときにはN個の識別器を作成する. それ

  ぞれの識別器の学習で使われるデータは正例が

  そのクラスに属するデータ，:負例がそのクラス

  に属さないデータ全てとなる. 識別時間は0(N)

  となる. 

②Pairwise:Nクラスの分類を行いたいときには
     N(N-1)
         個の識別器を作成する. それ  nC2 ＝
      2

  それの識別器で使われるクラスごとのデータ集

  合の組み合わせとなる. 識別時間は原理的に

  0(N2)となる. 

 図4，図5はクラス数がノV＝｛3，4，5｝，各クラス

のデータ数は10個ずっとして，1vsR磨翌ﾆPairwise

磨翌ﾌ比較実験の結果である. 分類器は前述の図3の

方磨翌ﾉより作成される. この実験により以下の結果

を得た. 

〟猶airwise，1vs Rの各手磨翌ﾍ，学習時間，識別時…

  間のトレードオフな関係にある. 

②マッチングシステムでは識別時間を優先し1vsR

  磨翌�pいた方が良いと思われる. 
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4. マッチングシステムプmトタイプ

 図2に示される構想をもとにプロトタイプシス

資求絡ﾞマッチングシステム，②人材マッチングシス

テム，③Webシーズ収集システム，④ユーザ管理シ

ステムからなる. 

 図7，図6は資求絡ﾞマッチングシステムの画面で

ある. 図7の画面でシーズ探索条件を入力し，シス

テムに対して問い合わせを行う. 図6は条件に大分

類:「事務求頼增v，小分類:「パソコン」，その他は未

入力で問い合わせをした結果例である. 上段の表と

なっている部分が手作業で入力されたデータであり，

下段のハイパーリンクがWebシーズ収集システム

にて登録されているデータである. このWebデータ

は前述のWebデータ分類システムにより大分類:

「事務求頼增v，小分類:「パソコン」というカテゴリ

に分類されたデータである. このようにWeb上のデ

ータを結果提示の補助として使うことによって，情

報が見つからないという状況を排除することが実現

できているといえる. 

建雛茎騰餅㍉溜騨K”轡蝉静響ダ届磯  押 幽解糊群卿
フT｛ル鰍. 懸≦ρ 「「・GO囎:;三瓶撚黙1;誉蝋P NI. IS. . :，

      ね ぢぴ 醜渥璽   職潤
    ◎単常博およびヌと窪丸

環鷺鶏1
      ◎有簾
 有儒無償       fJ無M

      む カ

慧欝幽思滞・

塾

図7 資求絡ﾞシーズ閲覧条件入力画面

麹蹴編一鵬鱗響一ミ7rt片OP顯ΦtifiOP脚 咽粥 囎

1。欝獄叢ぞ蘇細面響憩睡中
        ドノドゐコ ししコしりコリコみちしヒコリ  ゐヂロドウいあもコヒドみちし
ミデスクFPtブバ㍗乏 山ロ大掌  30 i μ.   メ      鵬
iデ勲薦一㌍蕉・翫1……葱ll::」::1::乱」ξ二:lllな〔蕪

癖t'

1

5. 終わりに

 本研究では災害復興を目的としたマッチングシス

テムの活用の研究を進めている. 一般的に情報が不

足しがちなデータベースが抱える問題に対して，

Webデータを活用で解決することを試みている. 

Webデータの活用磨翌ﾉあたってはSVMを用いた分

類器を作成することにより，Webデータにカテゴリ

を割り付け，従来磨翌ﾉよるデータとの連携を実現し

た. 

 今後の課題としては多クラス問題に対する学習時

間及び識別時間の双方の向上，実際の災害を想定し

たシミュレーション形式のシステム検証を行う必要

などがある. 

   表2 プロトタイプシステム構成
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〟絡ﾐ母地で必要とされている物資・求絡ﾞの惰

報(資磯材ニーズ)の収集

②災書地で利用するための物責・求絡ﾞの情報

(費求絡ﾞシーズ)の収集・管理

③資求絡ﾞニーズと資求絡ﾞシーズの管理

〟絡ﾐ霧地で必要とされている人材の情報(人

②災寒地で利用するための人材の惰報(人材

シーズ)の駁集・管理

③人材ニーズと人材シーズの管理

鰍(恥肖d覇馳晦b)から責求絡ﾞ・人材の情

報を収集し，マッチング結塁に反映する. 

システム上でニーズの保有者. シーズの提伐

者としてユーザを管理する. 

図6マッチング結果例
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